
 
冊子テンプレート 

A4 1P（210mm × 297mm ) 
 

 

●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲 
●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ 
●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲 
 

★★★ ＰＤＦに変換して入稿される場合 ★★★ 
「ヘッダーフッター」画面（カーソルが矢印になる上下の余白の範囲で 
ダブルクリック）より色つきのガイド線を消してから変換してください 

冊子のデータ製作について 

・ページ数は表紙も含めた数になります 

・データは 1P ごとでも 見開きでも ご入稿頂けます 

※見開きの場合はページ順どおりにご作成ください 

・白紙のページがある場合は コメント欄にご指示ください 

 

令和 2 年度 一般社団法人建設産業専門団体連合会 

WEB 全国大会 

テーマは≪建設技能の見える化と評価・処遇≫ 

 

 一般社団法人建設産業専門団体連合

会(略称・建専連、才賀清二郎会長)は令和

2 年度の全国大会のテーマを≪建設技能の

見える化と評価・処遇の向けて～建設キャ

リアアップカードを処遇改善につなげる

ために～≫と掲げて WEB 大会で開催しま

した。(11 月 19 日、東京・千代田区の一ツ

橋講堂において収録、11 月 25 日～30 日

HP 公開) 

才賀会長は挨拶で、新型コロナ感染症対

策のためホームページ上で視聴可能な

WEB 全国大会としたことを説明するとと

もに、「新型コロナ感染症に留意しつつ、

建設産業として災害の復旧・復興はもちろ

んのこと、国民の生活や社会経済を支える

ため、不可欠な産業であり続けるために健

全で元気な専門工事業者を産官学の関係

者の皆様のご協力をお願いします」と述べ

ています。 

21 回目となる今年度の全国大会は、「欧

米に学ぶ担い手確保策と今後の目標」と題

して、芝浦工業大学建築学部の蟹澤宏剛教

授の基調講演が行われました。蟹澤教授は、

建専連が国土交通省等の協力を得て2年間

にわたり欧米諸国の建設技能労働者の処

遇等の調査を行った視察団を先導されま 

 

 

 

した。その視察により得られた情報に基づ

き、米国、仏国、英国の職業訓練や職人の

処遇の現状と日本における建設キャリア

アップ制度のモデルとなった英国のカー

ド制度がどのように成長し、現場技能者が

どのような評価を得ているのかについて

のお話しがありました。 

基調講演の冒頭、「コロナ禍が去ったあ

と、建設業界がどうあるべきか。専門工事

業界で働く人々が報われ、若い人が建設業

界に入ってくる業界になるためにはどの

ような姿になっていくべきなのかを、外出

もままならないこの時期にしっかりと考

えていこういう宿題だと理解し、話をさせ

ていただく」また、「英国のキャリアカー

ド制度を模範とした日本の建設キャリア

アップ制度の目指すべき方向と政策的目

標をもって進めていく必要がある」と課題

の指摘がありました。 
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